
令和６年度　輪島６小学校　前期　学力向上プラン
年間のゴールの姿
主体的に学ぶ輪島っ子







１　授業づくり
⑴　現状と課題（Ｒ）
	児童生徒の課題
	現状と要因・根拠となるデータ

	進んで自分の学びを深めようとする力が弱い。
	[現状と要因］
○興味関心のある事には、意欲的に取り組むことができる。
○型にはまった言い方ではなく、自分の言葉で考えを話すことができる。
△基礎的・基本的な力や表現力、活用力に個人差があり、難しいと判断するとあきらめてしまう。
教師が学習の流れや活動を決めているため、児童が自己決定する場面がないため、意欲的に取り組めない。
[根拠となるデータ] 
R5県評価問題　算６　正答率53.3%　誤答率26.7%　無回答率　20.0%
※けんじさんの説明を生かして、記述する問題
R5県評価問題　国三　正答率80.0%　誤答率 20.0%　無回答率　0%
　　　　　　　※高橋さんの防災士としての思いや考えに着目して記述する問題
R5市学力調査算数正答率（無回答率）　記述問題1問
２年…50.0％（4.4％）　３年…35.6%（17.8％）　４年…24.1％（24.1％）　
５年…32.3%（5.4％）　 ６年…25.5％（8.5％）



⑵　計画と実行（Ｐ・Ｄ）　　
	具体的取組
	評価項目
	評価

	・輪島っ子授業スタイルを基にした授業実践を行う。
・授業の中に自己決定の場を設定する。

	・成果検証「自己決定し、取り組んでいる」（児童）８０％
[bookmark: _GoBack]・実施検証「自己決定の場を設定した」　　　　１００％
　　　　　「中間評価を行い、ねらい達成のための手立てを行った」　　　　　　　　　　　１００％
・研究授業「ねらいを達成している」　　　　　　８０％
・診断テスト「単元末テスト」　　　　　　　　　７５％
	



⑶　検証と改善（Ｃ・Ａ）
	月
	評価項目（誰が、いつ）
	結果
	取組の成果○・課題▲

	４
	児童アンケート（学担 月末）
職員アンケート（学担・級外 月末）
客観的評価テスト（適時）75%
	
	

	５
	児童アンケート（学担 月末）
職員アンケート（学担・級外 月末）
客観的評価テスト（適時）75%
検証シート（髙野教諭提案授業）
	
	

	６
	児童アンケート（学担 月末）
職員アンケート（学担・級外 月末）
客観的評価テスト（適時）
検証シート（計画訪問公開授業）
	
	

	７
	児童アンケート（学担 月末）
職員アンケート（学担・級外 月末）
客観的評価テスト（適時）
	
	



	前期（Ⅰ期）取組の成果○・課題▲

	






２　基盤づくり
	目標
	具体的取組
	評価

	能動的に話を聴くことができる。
	・「きき方名人」を柱に指導していく。
・自然な反応をしながら聴いている児童を評価し、価値付けていくことを教職員が大切にしていく。
・児童が安心して話せる風土を醸成する。
※目標値肯定評価８０％。児童のふりかえり調査から検証。
	


令和５年度　輪島市立鳳至小学校　中期（Ⅱ期）学力向上プラン
年間のゴールの姿
友達と語り合い、学び合うことで、自分をきたえることができる。







１　授業づくり
⑴　現状と課題（Ｒ）
	児童生徒の課題
	現状と要因・根拠となるデータ

	他者の考え方を理解し、その考え方を活用することに難しさを感じている。
	[現状と要因］
「語ろう！学ぼう！きたえよう！」モデルを活用することで、学び合いの質が高まってきた。
他者の考え方を理解し、その考え方を活用することができない。
他者の考え方を生かす指導や働きかけが不足している。
[根拠となるデータ] 
R4児童アンケート「話し合いを通して、自分の考えが広がったり深まったりした。」（65%）
R4県評価問題　算２（2）28.6%　算３（1）39.3%
R4市学力調査　５算１５（2）42.9%　４算１８3.3%　３算１８25%　２算８26.1%
研究授業ねらいの達成度　２年…72.7%　３年…65%　５年…60.7%　６年…79.2%



⑵　計画と実行（Ｐ・Ｄ）　　
	具体的取組
	評価項目
	評価

	・「鳳至っ子の心に灯をつける授業スタイル」に基づく授業実践を行う。
・理解が曖昧な児童の実態を想定し、授業づくりの計画を立てる。
・「語ろう！学ぼう！」モデル（学級Ver.）を活用した授業実践を行い、児童学び合いの質を更に高める。
・学び合いの質を高めるため、そして、ねらいに迫るために、学び合いの様子を見取り、中間評価を行う。
・算数活用問題リストの効果的活用を行う。（問題から逆算して授業をつくる。実践と補完。児童の実態に合った取り組ませ方の工夫をする。）
	・成果検証「他者の考えのよさに気付いている。」　９０％
・実施検証「ねらいに迫るため、学び合いの質を高めるための適切な中間評価をしている。」　１００％
※中間評価とねらいの達成度、意識調査を連動させたうえで検証する。
・研究授業「児童が、わかった！できた！と思える授業であったか。」　　　　　　　　　　　　９０％
・診断テスト「これまでの学びを生かし、自分の考えを表現している。」　　　　　　　　　　８０％
	〇９３％

８９％


７１．２％

６１．３％



⑶　検証と改善（Ｃ・Ａ）
	月
	評価項目（誰が、いつ）
	結果
	取組の成果○・課題▲

	９
	児童アンケート（学担　月末）
職員アンケート（学担　月末）
客観的評価テスト（適時）
検証シート（小山教諭提案授業）
	８９％
７２．７％
５３．９％
４０％
	〇C評価の児童に対する具体的な支援方法が明らかになってきた。今後も実施していく中で、変容を見ていく。（継続）
考えを書いて表現することに苦手意識を感じている児童が多いので、表現方法を示す必要がある。（改善）

	10
	児童アンケート（学担　月末）
職員アンケート（学担　月末）
客観的評価テスト（適時）
検証シート（中島講師研究授業）
検証シート（本田教諭研究授業）
	９３％
９１．７％
６４．３％
１００％
５８．６％
	〇C評価の児童に対する支援の継続や、書いて表現することの強化、多様な問題に触れることを重視することにより、児童の活用力は向上してきている。（継続）
ねらいに合った中間評価を柱とした授業づくりを促進していく。（改善）

	11
	児童アンケート（学担　月末）
職員アンケート（学担　月末）
客観的評価テスト（適時）
検証シート（左古教諭研究授業）
	９６％
９１．７％
６２.５％
８６．３％
	〇ねらいに合った中間評価を実施することが定着してきた。（継続）
児童の学力（特に活用力）に個人差があるので、この差を埋めていく働きかけや支援が必要となる。（改善）

	12
	児童アンケート（学担　月末）
職員アンケート（学担　月末）
客観的評価テスト（適時）
	９４％
１００％
６４.５％
	〇自分の考えを書いて表現する力が向上してきた。（継続）
児童の学力（特に活用力や、書いて表現する力）に個人差があるので、この差を埋めていく働きかけや支援が必要となる。（改善）




	中期（Ⅱ期）取組の成果○・課題▲

	〇授業スタイルのブラッシュアップが進み、児童の実態に合った授業が展開されるようになってきた。中間評価の質、児童の学び合いの質も高まってきており、書いて自分の考えを表現する力も向上してきている。
児童一人ひとりに合った個別最適な学習スタイルや授業づくりを推進していく必要がある。



２　基盤づくり
	目標
	具体的取組
	評価

	目、耳、心で聴くことができる。
	・「語ろう！学ぼう！」モデル（学級Ver.）を柱に指導していく。
・生徒指導の４つの視点を生かした授業づくりを行う。特に「聴くこと」を重視し、安全・安心な学級づくりや、魅力的な授業づくりに努める。
※目標値肯定評価９０％。児童のふりかえり調査から検証。
	○


　　　　　令和５年度　輪島市立鳳至小学校　後期（Ⅲ期）学力向上プラン
年間のゴールの姿
友達と語り合い、学び合うことで、自分をきたえることができる。







１　授業づくり
⑴　現状と課題（Ｒ）
	児童生徒の課題
	現状と要因・根拠となるデータ

	他者の考え方を理解し、その考え方を活用することに難しさを感じている。
	[現状と要因］
自分の考えを書いて表現しようとする意欲が向上するとともに、適切な言葉を用いて書くことができる力も育ってきている。また、学び合いの質も高まり、他者の考え方を理解し、自分の考え方に生かすことができるようになってきている。
基礎的・基本的な力や表現力、活用力に個人差があり、その差が埋まっていない。
これまでの学習の取り組みを大切にしつつ、より個別最適な学習を推進していく。
[根拠となるデータ] 
R5県評価問題　算６　正答率53.3%　誤答率26.7%　無回答率　20.0%
※けんじさんの説明を生かして、記述する問題
R5県評価問題　国三　正答率80.0%　誤答率 20.0%　無回答率　0%
　　　　　　　※高橋さんの防災士としての思いや考えに着目して記述する問題
R5市学力調査算数抜粋１問（前年度類似）２年…66.7％（31.8％）　３年…13.6%（47.8％）　
４年…40％（25％）　５年…13.3%（16.7％）　６年…62％（21.4％）
研究授業ねらいの達成度　１年…40％　２年…72.7%　３年…65%　５年…60.7%　６年…79.2%
　　　　　　　　　　　　すみれ…100％　３年音楽…86.3％　５年外国語…58.6%



⑵　計画と実行（Ｐ・Ｄ）　　
	具体的取組
	評価項目
	評価

	・児童の基礎的・基本的な力を高めるため、知識・技能をねらう場合は、問題数の確保に努める。また、苦手意識をもっている児童に個別指導をする場面や、誤答を検証する場面も重視する。
・「鳳至っ子の心に灯をつける授業スタイル」に基づく授業実践を行う。特に、他者の考え方やの良さを吟味する場面、考えを書いて表現する場面を重視する。
・「語ろう！学ぼう！」モデル（学級Ver.）を活用した授業実践を行い、児童学び合いの質を更に高める。
・学び合いの質を高めるため、そして、ねらいに迫るために、学び合いの様子を見取り、適切な中間評価を行う。
・算数活用問題リストの効果的活用を行う。（特に、自分の考えを適切に書いて表現する場面を重視する。）
	・成果検証「他者の考えのよさに気付いている。」　　　９５％
・実施検証「ねらいに迫るため、学び合いの質を高めるための適切な中間評価をしている。」　　　　　１００％
※中間評価とねらいの達成度、意識調査を連動させたうえで検証する。
・研究授業「児童が、わかった！できた！と思える授業であったか。」　　　　　　　　　　　　　　　　９０％
・診断テスト「これまでの学びを生かし、自分の考えを表現している。」　　　　　　　　　　　　　　８０％
	未実施
未実施

未実施
未実施



⑶　検証と改善（Ｃ・Ａ）
	月
	評価項目（誰が、いつ）
	結果
	取組の成果○・課題▲

	１
	児童アンケート（学担　月末）
職員アンケート（学担　月末）
客観的評価テスト（適時）
検証シート（石田教諭研究授業）
検証シート（矢島講師研究授業）
	未実施
未実施
未実施
未実施
未実施
	・令和６年能登半島地震発生のため、１月は全ての項目において実施できなかった。

	２
	児童アンケート（学担　月末）
職員アンケート（学担　月末）
客観的評価テスト（適時）
検証シート（織田講師研究授業）
	未実施
未実施
未実施
未実施
	・令和６年能登半島地震発生のため、２月は全ての項目において実施できなかった。

	３
	児童アンケート（学担　月末）
職員アンケート（学担　月末）
客観的評価テスト（適時）
	未実施
未実施
未実施
	・令和６年能登半島地震発生のため、３月は全ての項目において実施できなかった。




	後期（Ⅲ期）取組の成果○・課題▲

	令和６年能登半島地震発生のため、全ての項目で実施できなかったため、検証できなかった。





２　基盤づくり
	目標
	具体的取組
	評価

	目、耳、心で聴くことができる。
	・「語ろう！学ぼう！」モデル（学級Ver.）を柱に指導していく。
・生徒指導の４つの視点を生かした授業づくりを行う。特に「聴くこと」を重視し、安全・安心な学級づくりや、魅力的な授業づくりに努める。
※目標値肯定評価９５％。児童のふりかえり調査から検証。
	未実施




